
本紙は古紙配合率１００％・白色度７０％再生紙を使用しています。ごみの減量と資源化にご協力を�

第１４９１号

11／�年�２００６�
（平成１８年）�12

◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�

市の将来都市像�

ル
を
行
い
ま
し
た
。
同
時
に
小
・
中
学

校
全
校
に
は
情
報
収
集
と
警
戒
の
強
化

を
徹
底
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は

「
最
悪
の
事
態
を
避
け
る
た
め
で
き
る

限
り
の
対
応
を
行
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

□問
 

指
導
課
11
７
２
４
・
２
１
５
４

　

町
田
市
教
育
委
員
会
は
、
い
じ
め
に

関
す
る
自
殺
予
告
な
ど
の
手
紙
が
文
部

科
学
省
に
相
次
ぎ
、
そ
の
中
の
一
通
に

「
町
田
」
の
消
印
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
町
田
警
察
署
及
び
市
の
安
全
対
策

課
と
連
携
し
、　

月　

日
〜　

日
ま
で

１１

１３

１７

町
田
駅
周
辺
繁
華
街
の
緊
急
パ
ト
ロ
ー

おお間間違違いいののなないいよよううにに

年年末末・・年年始始ののごごみみ収収集集
集積所に日程表を掲示します

年末のごみ収集日程表（１２月）
２８日（木）まで月・木コース

燃やせるごみ ２９日（金）まで火・金コース
３０日（土）まで水・土コース

資源とごみの収集日程表で確認して下さい。燃やせないごみ
ペットボトル

※最終日は収集地区によって異なりますので、
集積所の張り紙で確認して下さい。

ビン・カン、有害ごみ、
古紙・古着等

年始のごみ収集日程表（１月）
４日（木）から月・木コース

燃やせるごみ ５日（金）から火・金コース
６日（土）から水・土コース

資源とごみの収集日程表で確認して下さい。燃やせないごみ
ペットボトル

※開始日は収集地区によって異なりますので、
集積所の張り紙で確認して下さい。

ビン・カン、有害ごみ、
古紙・古着等

特別指定団体地区　都営武蔵岡住宅・小山田桜台団地・公社森野住宅・
シーアイハイツは別のカレンダーがあります。

　団体（自治会）の担当者に確認して下さい。

□問 清掃事務所11７９７・７１１１、南収集事務所11７９５・９８１５

　年末年始のごみ収集の日程は、下表のとおりになります。最終収
集日を過ぎてから出されたごみは、年始まで収集できません。各集
積所に日程表を掲示しますので確認して下さい。

市
民
１
０
０
０
人
当
た
り

市
民
１
０
０
０
人
当
た
り　
　
　
　
　
　
　

職
員
数
最
少
に
（
類
似
団
体
中
）

　
　
　
　
　

職
員
数
最
少
に
（
類
似
団
体
中
）

　

町
田
市
で
は
、
２
０
０
３
年　

月
に

１０

策
定
し
た
第
三
次
町
田
市
定
員
管
理
計

画
に
お
い
て
、
２
０
０
４
年
〜
２
０
０

８
年
の
５
ヵ
年
で
職
員
総
数
（
常
勤
職

員
数
＋
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
数

〈
換
算
後
〉
）
を
５
％
、
１
２
４
人
削

減
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
２
０
０
６

年
に
は　

人
を
削
減
し
、
２
０
０
４
年

４０

か
ら
の
３
ヵ
年
で
は
１
１
３
人
を
削
減

し
ま
し
た
。
ま
た
、
計
画
で
は
職
員
１

人
当
た
り
の
市
民
人
口
（
多
い
方
が
効

率
的
）
を
目
標
値
と
し
て
１
７
８
人
と

し
て
お
り
、
２
０
０
６
年
時
点
で
は
、

１
７
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
図
１

・
表
１
）

　

こ
の
よ
う
に
定
員
の
適
正
化
に
努
め

た
結
果
、
類
似
団
体
（
町
田
市
と
人

口
、
産
業
構
造
な
ど
が
似
て
い
る　

市
２０

〈
町
田
市
含
む
〉
の
こ
と
で
総
務
省
の

分
類
に
よ
る
）
の
中
で
、
市
民
１
０
０

０
人
当
た
り
職
員
数
（
少
な
い
方
が
効

率
的
）
が
最
も
少
な
い
市
と
な
り
ま
し

た
。
（
２
０
０
５
年
実
績
・
総
務
省

「
地
方
公
共
団
体
定
員
管
理
調
査
」
に

よ
る
。
表
２
）

　

今
後
と
も
引
き
続
き
、
人
的
資
源
の

最
適
な
状
態
を
目
指
し
、
職
員
定
数
の

適
正
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

□問
 

行
政
管
理
課
11
７
２
４
・
２
１
０
８

　

輸
血
用
血
液
の
需
要
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
医
療
技
術
が
発
達
し
た
現

在
で
も
、
血
液
を
造
る
こ
と
は
で
き

ず
、
ま
た
、
長
期
間
の
保
存
も
で
き
ま

せ
ん
。
病
院
で
は
、
輸
血
技
術
の
進
歩

に
伴
い
、
常
に
新
鮮
な
血
液
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
期
日　
　

月　

日
（
木
）

１２

２１

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
フ

ロ
ア

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３
７

　市ではこのたび、今後の広報活動に

役立てるため、市民の皆さんの意識調

査を実施することになりました。

　調査は無作為抽出した３０００人の市民

の方を対象に実施します。対象となっ

た方には郵送でアンケート用紙をお送

りしていますのでご協力をお願いしま

す。

□問 広報広聴課11７２４・２１０１

市
役
所
で

市
役
所
で

献
血
を
行
い
ま
す

　
　

献
血
を
行
い
ま
す

町田市教育委員会が町田市教育委員会が�
　　　緊急パトロール　　　緊急パトロール�
町田市教育委員会が町田市教育委員会が�
　　　緊急パトロール　　　緊急パトロール�
町田市教育委員会が�
　　　緊急パトロール�

３
年
間
で
１
１
３
人
の

　
　
　
 

定
数
削
減
を
達
成

「広報まちだ」等に�
関する市民意識調査�

ご協力を�

（表１）定員管理計画の年次別進捗状況（実績）の概要（各年４月１日）
　〔単位：人〕

（参考）
数値目標

２００４～２００６
年計

２００６年
３年目

２００５年
２年目

２００４年
１年目

２００３年
計画前年区　分

▲１２４▲１１３▲４０▲１８▲５５差　引
２３５１（９１％）２３６２２４０２２４２０２４７５職員数

１７８１７４１６９１６６１６０職員１人
当たり人口

（注）①図１と表１の職員数は、再任用短時間勤務職員を（再任用短時間勤務職員１人＝常時勤務
職員０．８人相当として）含み、また、町田市民病院は計画から除かれているため含みません。

　　　②（　　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示します。

（表２）市民１０００人当たり職員数（２００５年４月時点）　　　　　　　　〔単位：人〕

人　口公営企業等特別行政一般行政合　計 教　育

４０１，８５５　　１．８４　⑧　　１．４０　⑭　　１．４０　②　  ３．９１　① 　  ７．１５　①町田市

３５２，７７８１．１６１．０７１．９６４．１２ ７．２４高槻市

３７６，０１８０．６４１．０８２．２３４．６３ ７．４９柏市

４０３，６６６１．６２１．２７１．２７４．７５ ７．６３枚方市

３３３，００９１．１１１．１５２．１５４．８５ ８．１１所沢市

３９４，３２７０．７１０．９７２．０６５．６９ ８．４６豊田市

３９０，７６３２．３０１．１０２．１４４．３２ ８．７６藤沢市

３５８，７９５２．２０１．３３２．３５４．４５ ９．００旭川市

３７０，５８２０．８８１．５２２．５１５．６６ ９．０５奈良市

３８６，５５９１．３９１．３９２．３９５．３３ ９．１１和歌山市

３４４，８８６２．８６０．５１１．４６４．８２ ９．１４岡崎市

３３５，２５９２．２６１．４９２．６９４．３９ ９．３４高松市

４２０，４９２２．２１１．７０１．７０５．６７ ９．５９福山市

３７２，０５８３．６７０．６６１．６３４．６４ ９．９４一宮市

４０１，３９１２．５２１．２９２．４１５．１７１０．１０岐阜市

３４５，５０１２．３９１．５８２．５４５．２０１０．１３吹田市

３８６，２２９２．８８１．２８２．３０５．３８１０．５７豊中市

３３０，６２１２．６０１．６６２．８８５．２１１０．６８秋田市

４１７，４６５２．２９１．６５２．６７５．８７１０．８３富山市

３５９，８７６４．５２０．９３１．９０５．５４１１．９６いわき市

３７４，１０７２．０９１．２６２．１２４．９９ ９．２１平均（※）

※類似団体（総務省の分類で決められている町田市と人口、産業構造等が似ている２０市）の単純平均です。
（注）丸囲みの数字は類似団体２０市中の町田市の順位です。
　　　総務省「地方公共団体定員管理調査」より作成。

　

月　

日
は
、
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
も

１１

１５

参
加
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル

２５００人�

２４５０人�

２４００人�

２３５０人�

２３００人�
２００３年�

２４７５人�

（図１）　職員数の推移�

２４２０人�
２４０２人�

２３６２人�

２００４年� ２００５年� ２００６年�

定員管理計画



２００６．　．　（　） １２ １１２ 市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

バランスシート
行政コスト計算書

　市では、行財政改革、財政情報の公開の一環として、バランスシート
と行政コスト計算書を作成しています。
バランスシートは資産や負債の状況を示すもので、ある一時点における
財政状況を明らかにするもの、また、行政コスト計算書は、行政サービ
スを提供するのに要する費用とその財源を明らかにするものです。　
　バランスシート・行政コスト計算書に関する資料は、市政情報課（や
まびこ）・各図書館でご覧いただけます。また、町田市ホームページ
（http://www.city.machida.tokyo.jp）にも掲載しています。（１２月中
旬頃更新予定）

借　　　　　　　方
増　減

２０
５１
０
０
１
△１
△２
０
０
△２
０

△１１
０
１０
△２

１７年度末
４，３６３
２，６８２
２１１
３５
１

１７５
１４３
３０
２

１１２
８１
４９
－
３１
３１

１６年度末
４，３４３
２，６３１
２１１
３５
０

１７６
１４５
３０
２

１１４
８１
６０
－
２１
３３

【資産の部】
１．有形固定資産
　うち土地

２．投資等
（１）投資及び出資金
（２）貸付金
（３）基金
①特定目的基金
②土地開発基金
③定額運用基金

３．流動資産
（１）現金・預金
①財政調整基金
②減債基金
③歳計現金

（２）未収金
１８４，６８６４，６６８資　 産　 合　 計

（単位：億円）
貸　　　　　　　方

増　減
△３１
△３２
４
△３
３
３

０
０

１７年度末
８８８
６１１
４

２７３
６７
６７

－
－

１６年度末
９１９
６４３
－
２７６
６４
６４

－
－

【負債の部】
１．固定負債
（１）地方債（市債）
（２）債務負担行為
（３）退職給与引当金

２．流動負債
（１）地方債（市債）翌年度
　　償還予定額
（２）翌年度繰上充用額
（３）その他

△２９９５５９８４負　 債　 合　 計

０
△２
４８

４０１
３１１

３，０１９

４０１
３１３

２，９７１

【正味資産の部】
１．国庫支出金
２．都支出金
３．一般財源等

４６３，７３１３，６８５正 味 資 産 合 計

１８４，６８６４，６６８負債・正味資産合計

※四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しない場合があります。

増　減１７年度１６年度
△１５

１

△１５

８

１０

△２

△１

３０

８

２

１９

１

△５

△２

△２

２２４

２０８

１６

２６７

１６６

１１

９０

４９０

２３３

１１１

１３４

１２

１９

１６

－

３

２３９

２０７

３１

２５９

１５６

１３

９１

４６０

２２５

１０９

１１５

１１

２４

１８

－

５

１．人にかかるコスト

（１）人件費

（２）退職給与引当金繰入等

２．物にかかるコスト

（１）物件費

（２）維持補修費

（３）有形固定資産減価償却費

３．移転支出的なコスト

（１）扶助費

（２）補助費等

（３）繰出金

（４）普通建設事業費（他団体

等への補助金等）

４．その他のコスト

（１）公債費（利子分のみ）

（２）債務負担行為繰入

（３）不納欠損額

１８１，０００９８２行 政 コ ス ト 合 計

【収入項目】

９
１０
３１

４１
２１３
７７９

３３
２０３
７４８

１．使用料・手数料等
２．国庫（都）支出金
３．一般財源

４９１，０３３９８４収 入 項 目 合 計

用語説明
土地や建物、備品等の行政サービスを提供するために長期にわたって使用されるものを「有
形固定資産」、目的基金等を「投資等」、現金や預金等を、「流動資産」に分類していま
す。

資 産

一般的に借金にあたるものです。翌年度中に返済されるものを「流動負債」、それ以外を
「固定負債」といいます。負 債

資産から負債を差し引いたものです。資産を形成するために使用した、市民の皆さんから納
めていただいた税金等です。正 味 資 産

在職している職員が年度末に全員退職すると仮定した場合に支払うべき退職手当の総額をい
います。退 職 給 与 引 当 金

議員や職員に支払われる人件費です。人にかかるコスト
委託料、備品購入費等の物件費、施設の維持補修費、有形固定資産の減価償却費です。物にかかるコスト
法等に基づき支給する扶助費、市民や団体等への補助金、国保会計や下水道会計等への繰出
金です。移転支出的なコスト

借入金の支払利息、不納欠損額です。そ の 他 の コ ス ト
土地以外の有形固定資産の価値がその年に減少したと認められる額です。減 価 償 却 費
破産、倒産等により収納できなかった税金、使用料等です。不 納 欠 損 額

※四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しな
い場合があります。

（単位：億円）
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公債費比率の推移�

【経常収支比率】
　毎年必ず支払う「経常経費」のために、市税などの「経常一般財源」がど
のくらい充てられたかを示す比率（％）です。
　この比率が低いほど自由に使える資金が多いことになり、新たな財政需要
に弾力的に対処することが可能となります。
　一般的に７０～８０％の範囲に分布していることが望ましいとされています。

【公債費比率】
　公債費の一般財源に占める割合（％）です。毎年の償
還金が市の財政を圧迫していないかを示す指標であり、
この比率が高くなると財政硬直化の原因となります。
　通常は１０％を超えないことが望ましいとされていま
す。

　市の財政構造を判断するた

めの指標に、経常収支比率と

公債費比率があります。平成

１７年度までの比率の推移は、

右表のとおりです。

財政構造指標

多摩２６市平均�

町田市�

バランスシート 行政コスト計算書
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予算額と収入・執行額の状況

利用状況と料金収益 （２００６年９月３０日現在）

　平成１８年度一般会計・特別会計の予算額及び収入・支出の状況（９月３０日現在）は、下表
のとおりです。 
　また、一般会計歳出予算額における市民一人当たりの歳出額は２６万８，８５２円です。

　市民の皆さんが納められた税金や、市債（長期借入金）
などが、現在どのような状況なのかを知っていただくため
に、市では毎年２回（７月、１２月）財政状況の公表を行っ
ています。今回は、平成１８年度上半期（平成１８年４月１日
～平成１８年９月３０日）の財政状況をお知らせします。 
　お問い合わせは、財政課（11７２４・２１４９、6７２４・１１７２）
へ。

一般会計・特別会計の状況　　人口：４１２，１７９人　２００６年１０月１日現在

収入率収　入　済　額
予　算　額会　　計

執行率支　出　済　額
５４．９％６０７億８，６７８万　　円収入

１，１０８億１，５３７万１千円一　 　 般　 　 会　 　 計
４０．５％４４８億７，４１７万５千円支出
４４．５％１３９億８，２９７万７千円収入

３１４億１，６４８万２千円国 民 健 康 保 険 事 業 会 計

特　
　

別　
　

会　
　

計

４４．５％１３９億７，４５９万８千円支出
４３．５％５３億８，０００万９千円収入

１２３億８，１５９万９千円下 水 道 事 業 会 計
３２．０％３９億６，７８４万５千円支出
３９．０％１６億６，３４７万　　円収入

４２億６，１８８万３千円忠生土地区画整理事業会計
３３．４％１４億２，５０４万２千円支出
８１．７％１億４，１４６万５千円収入

１億７，３１６万３千円駐 車 場 事 業 会 計
２６．１％４，５２２万７千円支出
４３．８％１０６億９，９６２万２千円収入

２４４億２，８８３万６千円老 人 保 健 医 療 事 業 会 計
４０．７％９９億５，０９６万４千円支出
４１．７％５億　９１１万７千円収入

１２億２，１７８万９千円鶴川駅北土地区画整理事業会計
４１．３％５億　５１６万７千円支出
４３．６％８８億６，４２８万９千円収入

２０３億４，３１２万７千円介 護 保 険 事 業 会 計
３５．２％７１億５，６５７万２千円支出
４１．２％９億５，８３９万５千円収入

２３億２，７２０万　　　円受 託 水 道 事 業 会 計
２８．６％６億６，６３７万４千円支出

 （２００６年９月３０日現在）

（千円未満四捨五入）
市税の内訳

収 入 率収　 入　 済　 額予　 算　 額区　 分

５６．６％１８２億２，７０３万　　円３２１億８，３２９万４千円市 民 税

６７．５％１６２億　１８１万７千円２４０億　６４３万９千円固 定 資 産 税

９８．０％２億２，１６１万４千円２億２，６０６万２千円軽 自 動 車 税

４４．３％８億７，４９６万　　円１９億７，４２８万５千円市 た ば こ 税

０．０％ ０円２万６千円特別土地保有税

４９．９％３５万５千円７１万１千円入 湯 税

８３．４％５億６，５９１万４千円６億７，８９３万４千円事 業 所 税

６０．９％２７億６，０４６万　　円４５億３，５３５万７千円都 市 計 画 税

６１．１％３８８億５，２１５万　　円６３６億　５１０万８千円合　　　　　計

 （千円未満四捨五入）

　市税の内訳（９月３０日現在）は、下表のとおりです。 
　また、市税予算額における市民一人当たりの市税負担額は１５万４，３１４円です。

平成１８年度�
上半期財政状況�
平成１８年度�
上半期財政状況�

収入率収 入 済 額
予　算　額区　　　分会　　　計

執行率支 出 済 額
３８．３％４３億８，９２２万９千円１１４億６，５５６万８千円収入

収益的収支
病院事業会計

４１．３％４７億３，７５２万１千円１１４億６，５５６万８千円支出
１．４％２，８２３万２千円１９億６，２３５万８千円収入

資本的収支
６．９％１億９，８５４万６千円２８億６，５５２万　　円支出

公営企業会計【病院事業会計】

（２００６年９月３０日現在・消費税込）

　町田市民病院の利用状況と料金収益、予算額と収入・支出の状況（９月３０日現在）は
下表のとおりです。

 （千円未満四捨五入）

料　金　収　益患　　者　　数
２５億４，０９７万４千円 ６２，７４６人入　　院
１６億７，２２８万１千円１５５，８５２人外　　来

（２００６年９月３０日現在・消費税抜き）

 （千円未満四捨五入）

 （２００６年９月３０日現在）

市有財産の状況

現　 在　 高区　 　 　 　 　 分
５２３万　３７２．５８㎡土 地
８２万９，３１７．８０㎡建 物
１，１２２．５１㎡物 権 （ 地 上 権 ・ 地 役 権 ）
１，５３９台物 品 （ 取 得 価 格１００万 円 以 上 ）

１６５億２，９２４万９千円積 立 金
７，６６０万　　円有 価 証 券

３５億　 ９１万８千円出 資 金 ・ 出 損 金
２億８，４６０万８千円債 権 （ 貸 付 金 等 ）

３０件無体財産権（商標権・実用新案権）

　市では、集会施設、学校、市役所庁舎などの建物や、これら施設の敷地となってい
る土地、取得価格１００万円以上の物品、有価証券、債権などの財産を所有しています。
　これら市有財産の状況（９月３０日現在）は、下表のとおりです。

※利子見込額は、今後支払いが予定されている総額です。
　なお、元金残高（１，２７０億４，８７４万６千円）に対して、平成１８年度下期に支払う予定
の利子は、１７億９，２３９万円です。

 （千円未満四捨五入）

 （２００６年９月３０日現在）

市債の状況

将来負担利子見込額元 金 残 高会 計
８３億８，１８０万９千円６６０億２，９２７万１千円一 般 会 計
１５１億３，１４３万３千円５１３億２，９５９万７千円下 水 道 事 業 会 計
２７億９，３１５万　　円９６億８，９８７万８千円病 院 事 業 会 計
２６３億　６３９万２千円１，２７０億４，８７４万６千円合　　　　　　　　計

　市債とは、都市計画道路・公園・下水道・学校など公共施設建設の財源として市が
借り入れるお金で、その返済が長期にわたるものをいいます。
　こうした施設は長期にわたり利用することができますから、建設時の市民だけでは
なく将来の市民にもその経費を負担してもらうことが、公平でもあるわけです。
　９月３０日現在の状況は、下表のとおりです。
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日�

回� （８月）�

１�３�５�７�９�１１�１３�１５�１７�１９�２１�２３�２５�２７�２９�３１�
日�

回�
３０�

２５�

２０�

１５�

１０�

５�

０�

３０�

２５�

２０�

１５�

１０�

５�

０�

３０�

２５�

２０�

１５�

１０�

５�

０�
１�３�５�７�９�１１�１３�１５�１７�１９�２１�２３�２５�２７�２９�

日�

回� （９月）�騒音発生回数（７月）�

航航空空機機騒騒音音
測測定定結結果果

◇◇２２００００６６年年７７月月～～９９月月◇◇
□□問問環環境境保保全全課課11７７２２４４・・２２７７１１１１

※騒音計設置場所　市では１９８３年３月に航空機騒音測
定器を市役所本庁舎屋上へ設置し、２４時間連続測定を
開始しました。その後、１９８５年２月から小山小学校、
同年１１月から本町田東小学校、２００３年１月から町田第
五小学校、２００５年１２月からは忠生第三小学校にて同様
の測定を開始しました。
※市役所屋上の日ごとの発生回数は図のとおりです。
※発生回数は、７０デシベル以上の騒音が５秒間以上継
続した回数です。
※音のめやす
　７０デシベル・・目覚まし時計の音
　８０デシベル・・地下鉄の車内
　９０デシベル・・スピーカーの１メートル前で聞くカ

ラオケの音
　１００デシベル・・電車通過時のガード下

騒　音　発　生　回　数
総数測定月測定場所

１００デシベル以上９０～９９デシベル８０～８９デシベル７０～７９デシベル

６１６３５１７８２３５２００６年７月
市役所
屋上 １９３１１７４２１５２００６年８月

１９７６１２３２０９２００６年９月

２９２１９１１２３２００６年７月
本町田東
小学校 ０１１７６８８６２００６年８月

０４４０６８１１２２００６年９月

０５１５１６４１８４２００６年７月
小山
小学校 ０５１０１３６１５１２００６年８月

０３２８２２７２５８２００６年９月

０１３３３１４９１９５２００６年７月
町田第五
小学校 １８１８１３５１６２２００６年８月

００５２９５１４７２００６年９月

０２１７５３７２２００６年７月
忠生第三
小学校 ０１８３９４８２００６年８月

０１９５３７８１５０２００６年９月

航空機騒音発生状況（２００６年７月～９月）

　東京防衛施設局による相談窓口を開設して

います。

○会場　東京都町田合同庁舎内地下１階（中

町１―３１―１２）

○期間　平成１９年３月３０日までの毎週火・金

曜日（祝日、年末年始は除く）

○相談時間　午前１０時～午後５時

○申し込み　事前に電話で東京防衛施設局施

設対策第三課（7０１２０・０４８・６１０）へ予約し

て下さい。

※このフリーダイヤルは住宅防音工事に関す

るお問い合わせもお受けしています。

　　　　　　　　 □問 企画調整課11７２４・２１０３

　なお、市役所森野分庁舎４階で開設してい

た社団法人建築士事務所協会町田支部会員の

ボランティアによる「厚木基地住宅防音工事

市民無料相談所」は１０月末をもって閉鎖しま

した。

　　　　　　　　 □問 経済振興課11７２４・２１２９

住宅防音工事に関する

相談窓口のお知らせ



２００６．　．　（　） １２ １１４２００６．　．　 （　）１２ １１ ５ 市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

燃
や
さ
な
い
で
！

ご
み
処
理
は
ル
ー
ル
に
従
っ
て
！

野
焼
き
に
つ
い
て
□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

ご
み
の
適
切
な
処
理
に
つ
い
て
□問
 

ご
み
減
量
課
11
７
９
７
・
０
５
３
０

市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

予
防
接
種

　

町
田
市
医
師
会
の
協
力
で
実
施
す
る

も
の
で
す
。

基
本
健
康
診
査

子
宮
が
ん
検
診

○
対
象　

町
田
市
民
で
勤
務
先
等
で
健

診
の
機
会
の
な
い
、
基
本
健
康
診
査
は

　

歳
以
上
の
方
、
子
宮
が
ん
検
診
は　

１８

２０

歳
以
上
の
女
性
の
方

○
受
診
期
間　

基
本
健
診
は
原
則
と
し

て
誕
生
月
と
そ
の
翌
月
、
子
宮
が
ん
検

診
は
通
年
（
ど
ち
ら
と
も
年
度
内
１

回
）

○
受
診
方
法　

健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
病
・
医
院
で
交
付
し
ま

す
）
、
保
険
証
等
を
お
持
ち
に
な
り
、

病
・
医
院
の
一
般
診
療
時
間
内
に
受
診

し
て
下
さ
い
。

※
健
康
課
に
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
検
診
日
時
が
決
め
ら
れ
て
い
る
病
・

医
院
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

○
会
場　

町
田
市
医
師
会
加
入
の
実
施

病
・
医
院
（
必
要
な
方
に
は
病
・
医
院

の
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す
。
健
康
課
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
な
お
、
一
覧
表
は

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
）

※
町
田
市
民
病
院
は
、
一
次
検
診
の
実

施
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
基
本
健
康
診
査
】

○
検
診
内
容　

必
須
診
査
（
全
て
の
方

に
実
施
）
＝
①
問
診
②
理
学
的
診
察
③

血
圧
測
定
④
尿
定
性
検
査
⑤
血
液
検
査

（
正
確
な
検
査
数
値
を
出
す
た
め
に
空

腹
時
に
お
受
け
下
さ
い
）
▽
選
択
診
査

（
医
師
の
判
断
で
選
択
的
に
実
施
）
＝

①
心
電
図
検
査
②
眼
底
検
査
③
血
糖
検

査
④
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
▽
介
護
予

防
健
診
（　

歳
以
上
の
方
）
①
基
本
チ

６５

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
②
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
検

査
③
反
復
唾
液 
嚥  
下 
テ
ス
ト
▽
肝
炎
ウ

え
ん 

げ

イ
ル
ス
検
査
（　

歳
以
上
の
方
）

４０

※
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
受
診
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

※　

歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方
は
医
師

４０
が
訪
問
し
て
診
査
し
ま
す
。
か
か
り
つ

け
医
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
費
用　

無
料
（
た
だ
し
、
定
め
ら
れ

た
検
査
以
外
の
検
査
、
治
療
及
び
投
薬

に
要
す
る
費
用
は
自
己
負
担
）

【
子
宮
が
ん
検
診
】

○
検
診
内
容　

問
診
、
視
診
、
内
診
、

検
体
採
取
検
査
（
頸
部
）

※
子
宮
筋
腫
等
で
子
宮
手
術
を
受
け
た

方
は
、
細
胞
が
採
取
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
医
師
と
相
談
の
う

え
、
検
診
を
受
け
て
下
さ
い
。

○
費
用　

１
０
０
０
円

○
支
払
方
法　

受
診
す
る
際
に
病
・
医

院
に
現
金
で
お
支
払
い
下
さ
い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方

○
○老
 

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

　

急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
の
予
防

接
種
を
右
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

接
種
日
現
在
、
生
後
３
か
月

以
上
７
歳
６
か
月
未
満
の
お
子
さ
ん

○
接
種
回
数　

６
週
間
以
上
の
間
隔
で

２
回　

○
受
付
時
間　

午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

【
当
日
お
持
ち
に
な
る
も
の
】

①
既
往
症
健
康
調
査
票
（
発
行
日
か
ら

５
か
月
間
有
効
で
す
。
町
田
市
医
師
会

加
入
の
指
定
医
療
機
関
に
お
子
さ
ん
を

お
連
れ
の
う
え
作
成
し
て
も
ら
っ
て
下

さ
い
。
無
料
で
す
。
な
お
、
重
い
病
気

等
の
や
む
を
得
な
い
理
由
で
指
定
医
療

機
関
以
外
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、

事
前
に
健
康
課
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
お

持
ち
に
な
ら
な
い
と
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
）
②
予
診
票
（
お
持
ち
で
な
い
方

ポ

リ

オ

に
は
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
）
③
母
子

健
康
手
帳

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接
会
場

へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
金
）
午
後
１
時

１２

２２

か
ら

○
会
場　

す
み
れ
会
館
３
階
第
一
会
議

室※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

７
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

町
田
市
障
が
い
福
祉
事
業
計
画

審

議

会

第
１
５
５
回

町
田
市
都
市
計
画
審
議
会

　

老
人
保
健
制
度
は
、
高
齢
者
の
方
が

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
負
担
を
軽

く
し
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

老

人

医

療

費

　

市
が
平
成　

年
度
に
支
払
っ
た
老
人

１７

医
療
費
の
総
額
は
、
２
３
７
億
９
９
０

０
万
円
余
で
す
。
１
人
当
た
り
の
平
均

は　

万
１
０
０
０
円
余
と
な
っ
て
お

７０
り
、
前
年
度
に
比
べ
４
・
０
％
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

老
人
医
療
費
は
、
高
齢
者
の
方
が
医

療
機
関
で
支
払
う
負
担
金
の
ほ
か
に
健

康
保
険
の
保
険
料
と
、
国
・
都
・
市
の

負
担
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
こ
と
を
心
掛
け
て
、
医
療
費
を

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
心

成
人
歯
科
健
康
診
査

○
対
象　

健
診
日
に　

〜　

歳
の
町
田

４０

６５

市
民
（
年
度
内
に
１
回
受
け
ら
れ
ま

す
）

○
内
容　

問
診
、
虫
歯
・
歯
周
疾
患
の

診
査
、
歯
列
咬
合
・
粘
膜
・
顎
関
節
症

・
口
腔
清
掃
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
、
予
防

指
導

○
費
用　

４
０
０
円

○
申
し
込
み　

協
力
歯
科
医
院
に
直
接

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

下
さ
い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
で
渡
さ
れ
る
受
診
票
で
当

日
負
担
・
非
負
担
の
届
け
出
を
し
て
下

さ
い
。

　

市
で
は
違
反
広
告
物
の
な
い
ま
ち
を

目
指
し
て
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
協

働
に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
合
同
除
却
等
で
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
違
反
広
告
物
除
却
員
）

や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
東
京
電
力
、
東
電
広
告
な

ど
の
事
業
者
の
ほ
か
、
町
田
警
察
署
、

東
京
都
と
い
っ
た
他
の
行
政
機
関
と
協

働
に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

特
に
違
反
広
告
物
除
却
員
の
活
動
が

始
ま
っ
た
２
０
０
４
年
度
以
降
は
違
反

広
告
物
の
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る

（
左
表
参
照
）
こ
と
か
ら
も
、
今
や
除

却
員
の
活
動
は
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

※
関
連
情
報
を
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
市
の
組
織
別
分

類
↓
建
設
部
↓
道
路
管
理
課

の
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
ご
覧
に
な
る
メ
ニ

ュ
ー
を
お
選
び
下
さ
い
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

違
反
広
告
物
の
な
い　
　

　
　
　

き
れ
い
な
ま
ち
へ

★１月１６日（火）は南市民センター工事のため、なるせ駅前市民センターに変更しました。なお、堺市民センターの今年度の会場変更はありません。

ポリオ集団予防接種日程表

会　場１回目
（２００７年）

健康福祉会館（原則として住所が原町
田、森野、中町、旭町、玉川学園、南
大谷、高ヶ坂のお子さんが対象です）

１月１０日（水）

★なるせ駅前市民センター１月１６日（火）
鶴川市民センター（原則として住所が鶴川、
能ヶ谷町、広袴、広袴町、三輪町、三輪緑
山、薬師台のお子さんが対象です）

１月１７日（水）

成瀬センター
１月１９日（金）

堺市民センター
健康福祉会館（原則として住所が原町田、
森野、中町、旭町、玉川学園、南大谷、高
ヶ坂以外のお子さんが対象です）１月２２日（月）

町田リサイクル文化センター
鶴川市民センター（原則として住所が野津
田町、小野路町、金井、金井町、大蔵町、
真光寺、真光寺町のお子さんが対象です）

１月２３日（火）

小山市民センター１月２４日（水）
なるせ駅前市民センター１月２５日（木）
木曽山崎センター１月２６日（金）
健康福祉会館１月２９日（月）
健康福祉会館１月３１日（水）

会　場２回目
（２００７年）

健康福祉会館（原則として住所が原町
田、森野、中町、旭町、玉川学園、南
大谷、高ヶ坂のお子さんが対象です）

４月９日（月）

南市民センター
４月１０日（火）

木曽山崎センター
鶴川市民センター（原則として住所が鶴川、
能ヶ谷町、広袴、広袴町、三輪町、三輪緑
山、薬師台のお子さんが対象です）

４月１２日（木）

小山市民センター４月１３日（金）
鶴川市民センター（原則として住所が野津
田町、小野路町、金井、金井町、大蔵町、
真光寺、真光寺町のお子さんが対象です）

４月１８日（水）

小山市民センター
４月１９日（木）

成瀬センター
健康福祉会館（原則として住所が原町田、
森野、中町、旭町、玉川学園、南大谷、高
ヶ坂以外のお子さんが対象です）

４月２０日（金）

なるせ駅前市民センター
４月２３日（月）

町田リサイクル文化センター
健康福祉会館４月２７日（金）

※
病
・
医
院
の
窓
口
で
渡
さ
れ
る
受
診

票
で
、
当
日
、
負
担
・
非
負
担
の
届
け

出
を
し
て
下
さ
い
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
会

場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
前　

時

１２

１８

１０

か
ら

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
５
階
第
１
委

員
会
室

○
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

１０

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
５
６
１

掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
医
師
に
か
か
る
と
き
は
、
症
状
を
き

ち
ん
と
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

○
医
師
を
信
頼
し
、
指
示
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

○
同
じ
病
気
で
、
い
く
つ
も
の
違
う
医

師
に
か
か
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
信
頼
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
、
か
か

り
つ
け
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

□問
 

高
齢
者
医
療
課
11
７
２
４
・
２
１
４

４

５０,０００�

件数�

４５,０００�

４０,０００�

３５,０００�

３０,０００�

２５,０００�

２０,０００�

１５,０００�

１０,０００�

５,０００�

年度�２００３� ２００４� ２００５�
０�

合同除却（事業者・他行政機関）�

市職員�

除却活動団体�

町田
駅�

町
田
駅�

ＪＲ
横浜
線�町田タ

ーミナ
ルプラ

ザ�

小
田
急
線�

宗保院�

市立中
央�

図書館
�

ダイソ
ー�

松屋�

境川�
境橋�

谷口橋�

至国道１６号線・相模大野�至小田原�

東急ハン
ズ�

マ
ル
イ
�

ルミ
ネ�

パリオ�

▲�▲�

▲�▲�

鹿島神社�

ヨド
バシ
�

カメ
ラ�

ラポール�
千寿閣�

町田バス町田バス�
センターセンター�
町田バス�
センター�

西友�

東
急�

百
貨
店�

ジ
ョ
ル
ナ�

ドン・　�
キホーテ�

原町田一丁目�
第２駐車場�

原町田一丁目�
駐車場�

　
　

月
８
日
、
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
「
町
田

１２
駅
」
町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
口
南
側
に
市
営

第
２
駐
車
場
（
平
置
き
）
が
開
設
し
ま

し
た
。
市
営
原
町
田
一
丁
目
駐
車
場
と

併
せ
て
ご
利
用
下
さ
い
。

○
所
在
地　

原
町
田
１－

７－

６

○
利
用
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後　

時
１０

○
休
場
日　

１
月
１
日

○
利
用
料
金　

最
初
の
１
時
間
３
０
０

円
、
以
後　

分
ご
と
に
１
５
０
円
（
別

３０

に
夜
間
料
金
も
あ
り
ま
す
）

□問
 

経
済
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
２
８

市
営
原
町
田
一
丁
目
第
２
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
　

開
設
し
ま
し
た

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態

を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成　

年
６
月
に
「
拉

１８

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎
年　

月　

日
〜

１２

１０

　

日
が
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

１６週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
喫
緊
の
国
民
的
課
題
で
あ

る
拉
致
問
題
の
解
決
を
始
め
と
す
る
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
が
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む

　

月　

日
〜　

日
は

１２

１０

１６

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓

発

週

間

で

す

べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

３
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７

【
大
掃
除
の
季
節
で
す
が
…
】

　

洗
剤
は
適
量
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
不
要
に
な
っ
た
農
薬

・
殺
虫
剤
な
ど
の
薬
品
、
ガ
ソ
リ
ン
や

灯
油
等
は
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

【
油
や
野
菜
く
ず
を
流
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
】

　

こ
れ
ら
を
下
水
道
に
流
す
と
、
下
水

道
管
を
詰
ま
ら
せ
た
り
、
下
水
処
理
水

の
水
質
を
悪
化
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

　

残
っ
た
油
は
熱
い
内
に
オ
イ
ル
ポ
ッ

ト
な
ど
で
こ
し
、
冷
暗
所
に
保
管
し
て

再
利
用
す
る
な
ど
、
使
い
切
る
工
夫
を

下
水
道
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

お
願
い
し
ま
す
。

【
排
水
処
理
槽
の
な
い
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
】

　

下
水
道
管
の
詰
ま
り
や
腐
食
、
下
水

処
理
場
で
の
処
理
が
困
難
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
単
体
デ
ィ
ス
ポ

ー
ザ
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
排
水
処
理
槽
を
設
け
た

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
で

あ
れ
ば
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
当
シ
ス
テ
ム
は
、
専
門
の

維
持
管
理
業
者
に
よ
る
適
正
な
維
持
管

理
及
び
水
質
測
定
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

□問
 

水
質
管
理
課
11
７
２
０
・
１
８
２
４

　
　

月　

日
（
木
）
か
ら
、
小
山
町
・

１２

２１

下
小
山
田
町
の
各
一
部
で
公
共
下
水
道

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
利
用
が
で
き
る
区
域
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
切
り
替
え

工
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
指
定
工
事
店

名
簿
を
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
利
用
開
始
に
伴
い
、

図
面
等
を
ご
覧
（
縦
覧
）
に
な
れ
ま

す
。

○
縦
覧
日
時　
　

月　

日
（
火
）
〜　

１２

１２

２０

日
（
水
）
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

○
縦
覧
場
所　

下
水
道
部
業
務
課
（
成

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
り
替
え
工
事
に
つ
い
て
】

　

く
み
取
り
便
所
（
し
尿
浄
化
槽
を
含

む
）
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

は
、
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
切
り
替
え
工
事
に
対
す
る

費
用
の
一
部
を
お
貸
し
す
る
貸
付
金
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

【
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
】

　

く
み
取
り
便
所
の
家
庭
は
３
年
以
内

に
、
浄
化
槽
使
用
の
家
庭
は
遅
滞
な
く

（
１
年
以
内
に
）
公
共
下
水
道
へ
の
切

り
替
え
工
事
を
し
て
下
さ
い
。

小
山
町
・
下
小
山
田
町
の
各
一
部
で

公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
ま
す

【
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で
】

　

市
の
指
定
工
事
店
と
偽
り
、
下
水
道

利
用
（
予
定
）
区
域
内
で
、
宅
地
内
に

お
け
る
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工

事
（
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
工
事
を

含
む
）
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い
る
よ
う

で
す
。
市
で
は
一
定
の
水
準
を
有
す
る

技
術
者
が
専
属
し
、
市
長
が
指
定
を
し

た
工
事
店
で
な
け
れ
ば
公
共
下
水
道
へ

の
切
り
替
え
工
事
が
で
き
な
い
指
定
工

事
店
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
工
事
を

申
し
込
む
際
に
は
、
必
ず
指
定
工
事
店

か
ど
う
か
確
認
し
て
契
約
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
11
７
２
０
・
１
８

３
３

【
難
病
者
・
内
部
障
が
い
者
お 
喋 
り
倶

し
ゃ
べ

楽
部
】

　

内
部
障
が
い
や
難
病
等
を
お
持
ち
の

方
同
士
が
自
分
の
こ
と
を
話
し
た
り
、

他
の
人
の
話
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
生

活
上
の
問
題
や
悩
み
な
ど
の
解
決
の
糸

口
を
探
り
、
今
の
生
活
を
よ
り
良
く
し

て
い
く
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

○
対
象　

内
部
障
が
い
や
難
病
等
を
抱

え
て
い
る
方
（
基
本
的
に
全
回
出
席
で

き
る
方
）

○
期
日　

１
月　

日
、　

日
、
２
月　

１４

２８

１１

日
、　

日
（
隔
週
日
曜
日
、
全
４
回
）

２５

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
ほ
か

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
申
し
込
み　
　

月　

日
〜
１
月
５
日

１２

１１

に
電
話
で
町
田
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業
部
（
11

７
２
４
・
８
６
１
６
）
へ
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

７ 町
田
市

障
が
い
者
生
活
支
援
事
業

【
町
田
の
遺
跡
か
ら
わ
か
る
縄
文
人
と

自
然
】

　

独
創
的
な
土
器
で
代
表
さ
れ
る
縄
文

時
代
の
文
化
と
生
活
の
様
子
を
、
当
時

の
自
然
環
境
の
視
点
か
ら
お
話
し
し
ま

す
。
実
際
に
出
土
し
た
土
器
・
石
器
に

触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１２

１７

　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

○
講
師　

社
会
教
育
課
職
員
（
学
芸

員
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
申
し
込
み　
　

月　

日
〜　

日
に
電

１２

１１

１６

話
で
忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
（
11
７
９

２
・
１
３
２
６
）
へ
。

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

忠
生
公
園

講

演

会

【
版
で
遊
ぼ
う
！
第
７
回
銅
版
画
一
日

教
室－

ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト－

】

　

い
く
つ
か
あ
る
銅
版
画
技
法
の
中
か

ら
、
手
軽
な
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
と
い
う

方
法
で
銅
版
画
を
楽
し
み
ま
す
。

○
対
象　

未
経
験
者
、
初
心
者
の
方

○
日
時　

１
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

２０

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
版
画
工
房

○
内
容　

単
色
の
銅
版
画
（
約　

×
１２

　
　

）
の
制
作

１５
cm

○
講
師　

同
館
学
芸
員
（
普
及
担
当
）

○
定
員　
　

人
１２

○
費
用　

１
２
０
０
円

【
創
作
講
座
／
木
版
画　

木
版
の
ひ
ろ

が
り
・
い
ろ
い
ろ
張
り
付
け
て
版
を
つ

く
ろ
う
】

　

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
も
の

を
題
材
に
し
な
が
ら
、
油
性
木
版
画
を

楽
し
み
ま
す
。

○
対
象　

未
経
験
者
、
初
心
者
の
方

○
期
日　

１
月　

日
〜
３
月　

日
の
毎

１０

１４

週
水
曜
日
（
全　

回
）

１０

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
版
画
工
房
、
ア
ト
リ
エ

国
際
版
画
美
術
館

○
内
容　

油
性
木
版
画
（
多
色
刷
り
）

○
講
師　

版
画
家
・
お
か
も
と
ひ
ろ
こ

氏○
定
員　
　

人
１４

○
費
用　

１
万
８
０
０
０
円

※
申
込
締
切
日
が　

月　

日
に
変
更
に

１２

２１

な
り
ま
し
た
。

◇

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
各
講
座

１
人
１
枚
）
の
往
信
面
に
講
座
名
と
開

催
期
日
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
年
齢
（
講
座
の
内
容
、
進
行
に
必

要
。
記
入
は
任
意
）
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
国

１２

２１

際
版
画
美
術
館
普
及
係
（
〒　

－

０
０

１９４

１
３
、
原
町
田
４－

　

－

１
、
11
７
２

２８

６
・
２
８
８
９
）
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在
住
者

及
び
同
館
講
座
の
受
講
経
験
の
無
い
方

を
優
先
の
う
え
抽
選
し
ま
す
。

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

問

町
田
市
民
ホ
ー
ル
1
７
２
８
・
４
３
０
０�

□�

　

青
竹
の
器
で
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。
花
入
れ
、
酒
器
、
は
し
、
皿
な
ど

を
作
り
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
祝
）
午
前
９
時

１２

２３

　

分
〜
正
午

３０○
会
場　

同
公
園
「
森
の
家
」

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
申
し
込
み　
　

月　

日
以
降
の
、
午

１２

１１

前
９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森
の

家
」
（
11
７
２
４
・
１
６
６
０
）
へ
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
し
の
木
山
自
然
公
園

正
月
用
竹
細
工

　

い
ろ
い
ろ
な
科
学
の
問
題
に
つ
い
て

み
ん
な
で
予
想
を
立
て
て
実
験
を
し
、

科
学
を
楽
し
み
ま
す
。

○
対
象　

小
学
３
年
生
以
上
の
方

○
期
日　

１
月　

日
、　

日
、
２
月　

１３

２７

１０

日
、　

日
、
３
月　

日
、　

日
（
い
ず

２４

１０

２４

れ
も
土
曜
日
、
全
６
回
）

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

○
会
場　

旧
緑
ヶ
丘
小
学
校

○
内
容　

「
三
態
変
化
」

○
講
師　

仮
説
実
験
授
業
研
究
会
会
員

ま
ち
だ
科
学
の
里

○
費
用　

９
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
、

教
材
費
な
ど
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
仮
説
実
験
授
業
研
究
会
町

田
サ
ー
ク
ル
（
〒　

－

０
０
３
３
、
木

１９４

曽
町
１
７
９
０－

５　

Ｅ
メ
ー
ルk

a
g
a

k
u
n
o
sa
to
@
d
o
c
o
m
o
.n
e
.jp

）
へ
。

※
実
施
要
項
、
参
加
申
込
書
を
送
り
ま

す
。

□問
 

児
童
青
少
年
課
11
７
２
４
・
２
１
８

２

　

２
０
０
７
年
４
月
９
日
〜
８
月　

日
３１

ま
で
、
空
調
設
備
等
の
施
設
改
修
工
事

を
行
う
た
め
、
貸
出
施
設
を
休
館
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
証
明
・
届
出
・
税
金
の
納
付

等
窓
口
は
、
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

【
施
設
利
用
団
体
の
方
へ
】

　

期
間
中
は
他
施
設
を
ご
利
用
下
さ

い
。
抽
選
予
約
の
参
加
に
は
、
ホ
ー
ム

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
変
更
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

【
図
書
館
・
ふ
れ
あ
い
け
や
き
館
（
高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
ご
利
用
の
方

へ
】

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

□問
 

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
11
７
２
４

・
５
６
５
６
、
堺
市
民
セ
ン
タ
ー
11
７

７
４
・
０
０
０
３

　

町
田
市
特
産
の
禅
寺
丸
柿
で
造
っ
た

柿
ワ
イ
ン
「
禅
寺
丸
」
が
今
年
も
市
内

の
酒
屋
さ
ん
で　

月
１
日
か
ら
一
斉
に

１２

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
甘
み
も
す
っ
き
り

と
香
り
豊
か
な
ワ
イ
ン
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

生
産
本
数
限
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
酒
販
組
合
加
盟
の
酒
屋
さ
ん
で
早
め

に
ご
購
入
下
さ
い
。

　

価
格
は
１
本
７
２
０　

１
２
９
０
円

ml

で
す
。

□問
 

町
田
酒
販
組
合
11
７
２
２
・
１
１
５

０
、
町
田
市
農
業
振
興
課
11
７
２
４
・

２
１
６
６

堺
市
民
セ
ン
タ
ー
休
館
の
お
知
ら
せ

柿
ワ
イ
ン
「
禅
寺
丸
」
新
酒
発
売

サ
レ
ジ
オ
高
専

（
町
田
市
小
山
ヶ
丘
）

吹
奏
楽
部

　

ジ
ャ
ズ
・
ラ
テ
ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

映
画
音
楽
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

内
容
で
す
。

　

直
接
町
田
市
民
ホ
ー
ル
へ
お
い
で
下

さ
い
。

１
月　

日（
土
）

１３

午
後
４
時
開
演　

入
場
無
料
（
全
席
自
由
、
先
着
順
）

日
本
大
学

第
三
高
等
学
校

吹
奏
楽
部

　

「
和
の
精
神
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
一

年
間
が
ん
ば
っ
て
き
た
生
徒
達
の
演
奏

を
聴
き
ま
し
ょ
う
！

　

直
接
町
田
市
民
ホ
ー
ル
へ
お
い
で
下

さ
い
。

１
月　

日（
土
）

２７

午
後
４
時　

分
開
演

３０

入
場
無
料
（
全
席
自
由
、
先
着
順
）

演

奏

会

違反広告物除却数の推移
（２００３～２００５年度・活動主体別）

演

奏

会

　

吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
 

ま
ち
だ
2
0
0
6－

0
7

in

※
「
多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾
」
は
、

東
京　

市
町
村
の
共
同
事
業
で
す
。　
　

３９
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●
（
財
）
東
京
都
新
都
市
建
設
公
社

「
忠
生
第
２
期
宅
地
分
譲
・
２
画
地
」

の
お
知
ら
せ

　

所
在
地
＝
町
田
市
忠
生
２－

　

－

１

１３

ほ
か
／
価
額
帯
＝
１
８
０
０
万
円
台
／

　

月　

日
ま
で
に
郵
送
で
申
込
受
付
／

１２

２０

□問
 

同
公
社
分
譲
係
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.

s
h
in
to
s
h
i.o
r
.jp

）
11
０
４
２
・
６ 

４
８
・
９
１
２
４

●
は
た
ら
け
バ
ン
ク
「
年
末
売
り
つ
く

し
セ
ー
ル
」

　

日
時
＝　

月　

日
午
前
９
時　

分
〜

１２

２５

３０

午
後
４
時
（　

％
ｏ
ｆ
ｆ
）
、　

月　

５０

１２

２６

日
午
前
９
時　

分
〜
正
午
（　

％
ｏ
ｆ

３０

９０

ｆ
）
／
内
容
＝
衣
類
、
雑
貨
、
食
器
、

本
、
お
も
ち
ゃ
等
／
な
お
、
年
末
年
始

は　

月　

日
〜
１
月
３
日
ま
で
休
業
し

１２

２７

ま
す
／
□問
 

は
た
ら
け
バ
ン
ク
11
７
９
７

・
７
６
４
６

○
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

○
日
時　

２
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

２５

か
ら
受
付

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
種
目　

ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦
（
一
般
男

子
１
部
・
２
部
・
３
部
、
壮
年
男
子
１

部
・
２
部
、
一
般
女
子
１
部
・
２
部
・

３
部
、
壮
年
女
子
１
部
・
２
部
）

○
部
別　

１
部
＝
各
大
会
上
位
入
賞
者

及
び
連
盟
の
認
め
る
方
と
希
望
者
、
２

部
＝
１
部
以
外
の
方
、
３
部
＝
１
部
・

２
部
以
外
の
方
、
壮
年
の
部
＝
大
会
当

日
の
年
齢
が　

歳
以
上
の
方
（
１
部
＝

４５

町
田
オ
ー
プ
ン

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ダ
ブ
ル
ス
大
会

各
大
会
上
位
入
賞
者
、
２
部
＝
１
部
以

外
の
方
）

○
定
員　

２
５
０
組
（
申
し
込
み
順
）

○
費
用　

１
組
３
０
０
０
円

○
申
込
期
間　
　

月　

日
〜
１
月　

日

１２

１５

１７

（
必
着
）

○
申
し
込
み　

申
込
方
法
及
び
参
加
費

の
納
入
は
大
会
要
項
（
総
合
体
育
館
、

サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ
り
ま
す
）
を

ご
覧
下
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　
　

月　

日
（
祝
）
正
午
〜
午

１２

２３

後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

講
習
会
、
ビ
デ
オ
ク
リ
ニ
ッ

ク
ほ
か
（
自
由
練
習
も
可
）

※
貸
弓
具
を
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話

で
町
田
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
11
７

３
４
・
０
３
２
１
）
へ
。

○
費
用　

３
０
０
円
、
会
員
２
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

　

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
に
教
室
名
（
体
育
館
コ
ー
ス
名
）

・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
返
信
用
に
も

あ
て
先
を
書
い
て
、　

月　

日
ま
で

１２

１８

（
消
印
有
効
）
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

へ
。

※
市
外
在
住
の
方
は
勤
務
先
・
学
校
名

と
そ
の
所
在
地
も
明
記
し
て
下
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
初
参
加
者
優

先
の
う
え
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
中
高
齢
者
気
功
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

４０○
期
間　

１
月　

日
〜
３
月　

日
の
毎

１６

２７

週
火
曜
日
（
２
月　

日
を
除
く
、
全　

１３

１０

回
）

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

３
４
０
０
円

【
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
初
心
者
ネ
オ
テ

ニ
ス
）
体
験
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

歳
以
上
の
方

１８○
期
間　

１
月　

日
〜
３
月　

日
の
毎

２５

２９

週
木
曜
日
（
３
月　

日
を
除
く
、
全

１５

９
回
）

○
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時　

分
３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

ネ
オ
テ
ニ
ス
ほ
か

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

３
０
０
０
円

【
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

４０○
期
間
・
会
場　

総
合
体
育
館
木
曜
日

コ
ー
ス
＝
２
月　

日
〜
３
月　

日
の
毎

２２

２２

週
木
曜
日
（
全
５
回
）
、
サ
ン
町
田
旭

体
育
館
金
曜
日
コ
ー
ス
＝
２
月
２
日
〜

３
月
２
日
の
毎
週
金
曜
日
（
全
５
回
）

○
時
間　

各
コ
ー
ス
午
後
１
時　

分
〜

１５

２
時　

分
３０

○
内
容　

簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ほ
か

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
５０

○
費
用　

１
７
０
０
円

町
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー 子

育
て
の
お
手
伝
い
を 

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　

子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
町
田
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
下
さ

る
方
（
援
助
会
員
・
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
保
育
サ
ポ
ー
ト
講
習
会
】

　

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
講
習
会

修
了
後
、
同
セ
ン
タ
ー
の
「
援
助
会

員
」
と
し
て
登
録
し
、
援
助
活
動
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
で
満　

歳
以
上
の

２０

保
育
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
方

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
健

康
福
祉
会
館

○
費
用　

普
通
救
命
講
習
参
加
費
１
４

０
０
円
、
参
考
書
（
希
望
者
の
み
）
２

５
０
０
円

○
申
し
込
み　

１
月　

日
ま
で
に
電
話

２５

で
同
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
０
９
０

１
）
へ
。

※
セ
ン
タ
ー
開
所
時
間
は
祝
日
を
除
く

月
〜
金
曜
日
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）
で

す
。

【
入
会
す
る
に
は
】

　

援
助
会
員
は
入
会
説
明
会
と
保
育
サ

ポ
ー
ト
講
習
会
へ
の
参
加
が
必
要
で

す
。
子
育
て
の
手
伝
い
を
し
て
欲
し
い

人
（
依
頼
会
員
）
は
入
会
説
明
会
の
参

加
で
会
員
に
な
れ
ま
す
。

　

入
会
説
明
会
は
セ
ン
タ
ー
の
開
所
時

間
に
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

２００６年度 第３回 保育サポート講習会 日程
定員内　容会　場時間期　日

各
５５人

入会説明会町田市民
フォーラム
４階

第２学習室

１０：００～
１２：００

１月３０日（火）
心・体の
発育と病気

１３：００～
１５：００

子どもの食事

町田市民
フォーラム
４階

第１学習室

１０：００～
１２：００１月３１日（水）

保育の心町田市民
フォーラム
４階

第２学習室

１０：００～
１２：００

２月１日（木）
子どもの
世話と遊び

１３：００～
１５：００

各
３０人普通救命講習健康福祉会館

４階講習室
９：００～
１２：００

２月６日（火）

２月９日（金）

※「普通救命講習」は２月６日、９日のいずれか１回の受講
となります。当日は運動しやすい服装でおいで下さい（ス
カート不可）。
※会員証に張付するためのタテ３㎝×ヨコ２．５㎝の写真（６
か月以内撮影）をお持ち下さい。

な
た
ね
油
し
ぼ
り

実

演

と

販

売

　

し
ぼ
っ
た
な
た
ね
油
は
４
２
５
ｇ
ビ

ン
１
本
８
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す

（
今
回
は　

本
販
売
の
予
定
）
。

５０

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
前　

時

１２

１６

１０

〜
午
後
２
時

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

※
車
で
お
い
で
の
方
は
、
薬
師
池
公
園

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・
８
３

８
０

ひ
な
た
村
シ
ア
タ
ー

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１２

１７

１０

　

分
上
映
開
始

３０○
会
場　

ひ
な
た
村

○
内
容　

よ
い
こ
の
た
の
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
（　

分
）
、
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女

２５

（　

分
）
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
と
ゆ
か

１０
い
な
仲
間
た
ち
（
７
分
）

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

ご
み
ゼ
ロ
都
市
を
目
指
し
て
！

講

演

会

【
海
外
の
事
例
か
ら
】

　

ご
み
削
減
と
資
源
化
に
よ
る
脱
焼

却
、
脱
埋
め
立
て
を
進
め
て
い
る
海
外

実
例
を
含
め
た
ゼ
ロ
ウ
エ
イ
ス
ト
の
勉

強
会
第
２
弾
を
開
催
し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後
１
時

１２

１７

　

分
〜
４
時

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階
講
習
室

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ
ろ
こ
ろ
児

童
館催

し

【
①
ク
リ
ス
マ
ス
企
画
「
折
り
紙
遊

び
」
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
後
３
時

１２

２１

　

分
〜
５
時

３０○
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
折
ろ

う【
②
お
は
な
し
、
い
っ
ち
に
】

○
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
前　

時

１２

１２

１１

　

分
〜
正
午

３０○
内
容　

お
話
し
会
ほ
か

【
③
ク
リ
ス
マ
ス
企
画
「
こ
ろ
こ
ろ
シ

ア
タ
ー
」
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
後
３
時

１２

１８

　

分
〜
４
時

３０○
内
容　

「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
メ
リ

ー
ク
リ
ス
マ
ス
」

【
④
ク
リ
ス
マ
ス
企
画
「　

メ
ビ
タ
・

Mr.

マ
〜
の
お
も
し
ろ
ふ
し
ぎ
工
作
」
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　
　

月　

日
（
水
）
①
午
後
３

１２

２０

時
〜
４
時
、
②
午
後
４
時
〜
５
時

○
内
容　

版
画
で
ス
タ
ン
プ
絵
本
を
作

ろ
う

○
定
員　
　

人
３０

○
費
用　

１
０
０
円◇

○
申
し
込
み　

①
②
③
は
直
接
会
場
へ

お
い
で
下
さ
い
。
④
は
直
接
ま
た
は
電

話
で
同
館
（
11
７
１
０
・
１
４
７
５
）

へ
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

ば
あ
ん
の
冬
祭
り

○
対
象　
　

歳
ま
で
の
子
ど
も
（
未
就

１８

学
児
は
保
護
者
と
参
加
）

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１２

１７

１１

〜
午
後
３
時
（
開
館
時
間
も
同
様
）

○
内
容　

ゲ
ー
ム
、
工
作
コ
ー
ナ
ー
、

模
擬
店
（
有
料
）
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
等

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
11
７
８
８

・
４
１
８
１

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ

市

民

講

座

　

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
、
認
知

症
予
防
の
た
め
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
講
座
で
す
。

【
絵
手
紙
教
室
】

○
期
日　

１
月　

日
〜
３
月　

日
（
い

２３

２０

ず
れ
も
火
曜
日
、
全
９
回
）

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１５

○
費
用　

１
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

等
）

【
水
彩
画
教
室
】

○
期
日　

１
月　

日
〜
３
月　

日
（
２

１６

２７

月　

日
、
３
月　

日
を
除
く
い
ず
れ
も

２７

２０

火
曜
日
、
全
９
回
）

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

１
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

等
）

【
英
会
話
教
室
】

○
期
日　

１
月
９
日
〜
３
月
６
日
（
い

ず
れ
も
火
曜
日
、
全
９
回
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１５

○
費
用　

１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

等
）

◇

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
初

６５

心
者
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
は
除
く
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
講
座

名
」
を
書
き
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、　

月　

日
ま
で

１２

２０

（
必
着
）
に
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野

１９４

１－

１－

　

、
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

１５

内
、
11
７
２
３
・
２
１
４
７
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

６

町
田
市
民
文
学
館

【
文
学
館
保
育
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た

め
の
絵
本
読
み
聞
か
せ
養
成
講
座
】

○
対
象　

講
座
終
了
後
、
文
学
館
保
育

室
で
乳
幼
児
を
対
象
に
し
た
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
遊
び
等
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
け
る
方

○
期
日　

１
月　

日
、　

日
、
２
月
７

２４

３１

日
、　

日
、　

日
、　

日
、
３
月
７

１４

２１

２８

日
、　

日
、　

日
（
い
ず
れ
も
水
曜

１４

２８

日
、
全
９
回
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館

○
内
容　

読
み
聞
か
せ
の
意
義
・
絵
本

選
び
・
読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
歌
の
実

技
指
導
ほ
か

○
講
師　

こ
の
本
だ
い
す
き
の
会
代
表

・
小
松
崎
進
氏
、
こ
の
本
だ
い
す
き
の

会
わ
ら
べ
歌
研
究
部
部
長
・
石
崎
恵
子

氏○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

※
保
育
（
１
歳
〜
未
就
学
児
、　

人
）

１０

を
希
望
の
方
は
１
月　

日
午
前
の
保
育

１７

説
明
会
に
必
ず
出
席
し
て
下
さ
い
。

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
に
、
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
保
育
希
望
者
は
子
ど

も
の
名
前
・
年
齢
を
明
記
し
、　

月　
１２

２５

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
市
民
文
学
館

「
読
み
聞
か
せ
養
成
講
座
」
係
（
〒　
１９４

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

　

－

　

、

１６

１７

11
７
３
９
・
３
４
２
０
）
へ
。

【
声
に
だ
し
た
い　

こ
と
ば
が
い
っ
ぱ

い－

か
る
た
で
あ
そ
ぼ
！－

】

　

文
学
館
保
育
室
で
行
っ
て
い
る
、

「
小
さ
く
た
っ
て
文
学
（
こ
と
ば
）
大

好
き
！
」
の
活
動
で
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

２
歳
児
と
親
（
祖
父
母
）

○
期
日　
　

月　

日
（
火
）
、
１
月　

１２

１９

１０

日
（
水
）

※
２
回
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館
保
育
室

○
内
容　

親
子
で
か
る
た
取
り
遊
び

と
、
か
る
た
の
こ
と
ば
の
リ
ズ
ム
を
楽

し
み
ま
す
。

□問
 

町
田
市
民
文
学
館

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
講
師　

武
蔵
工
業
大
学
環
境
情
報
学

部
教
授
・
青
山
貞
一
氏

○
定
員　

２
５
０
人

□問
 

ご
み
減
量
課
（
町
田
市
ご
み
減
量
連

絡
協
議
会
事
務
局
）
11
７
９
７
・
０
５

３
０



２００６．　．　 （　）１２ １１ ７市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

●
町
田
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
認
知
症

対
応
型
通
所
介
護
非
常
勤
ス
タ
ッ
フ
募

集【
お
り
づ
る
苑
①
せ
り
が
や
（
原
町

田
）
②
も
り
の
（
森
野
）
】

　

職
種
＝
介
護
職
／
資
格
＝
介
護
福
祉

士
、
ヘ
ル
パ
ー
１
・
２
級
資
格
を
お
持

ち
の
方
／
勤
務
日
時
＝
週
２
日
（
①
土

曜
日
ほ
か
②
火
・
土
曜
日
）
／
人
員
＝

若
干
名
／
選
考
＝
書
類
・
面
接
／
申
し

込
み
＝
履
歴
書
・
資
格
証
の
コ
ピ
ー
を

　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
同
協
会
デ

１２

１６

イ
採
用
係
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野

１９４

４－

８－

　

、
11
７
２
８
・
９
０
６

３９

７
）
へ
。

●
第
二
清
風
園
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
「
介
護
者
教
室
・
家
族
交
流
会
」
の

ご
案
内

　

対
象
＝
自
宅
で
高
齢
者
介
護
を
し
て

い
る
方
（
講
演
は
ど
な
た
で
も
）
／
日

時
＝　

月　

日
午
後
１
時　

分
〜
３
時

１２

１８

３０

　

分
／
会
場
＝
第
二
清
風
園
／
内
容
＝

３０講
演
（
お
餅
の
食
べ
方
と
緊
急
時
の
対

応
…
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
清
風
園

・
佐
藤
幸
子
氏
）
、
家
族
交
流
会
／
申

し
込
み
＝
電
話
で
同
支
援
セ
ン
タ
ー

（
11
７
３
６
・
６
９
０
７
）
へ
。

●
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

対
象
＝
戦
没
し
た
方
の
遺
児
／
実
施

地
域
・
締
切
日
＝
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

（　

月　

日
ま
で
）
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

１２

１５

ニ
ア
（　

月　

日
ま
で
）
、
フ
ィ
リ
ピ

１２

２５

ン
（
１
月　

日
ま
で
）
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

２０

（
１
月　

日
ま
で
）
／
費
用
＝
一
律　

２５

１０

万
円
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
東
京
都
遺

族
会
（
11　

・
３
８
１
２
・
１
７
９

０３

６
）
へ
／
□問
 

（
財
）
日
本
遺
族
会
事
業

課
事
業
係
11　

・
３
２
６
１
・
５
５
２

０３

１
（
内
線
３
６
５
６
〜
８
）

●
日
本
赤
十
字
社
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す

け
あ
い
義
援
金
〜
あ
な
た
の
や
さ
し
さ

を
」

　

い
た
だ
い
た
義
援
金
は
国
際
救
援
や

開
発
協
力
等
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
／
振
込
用
紙
設
置
場
所
＝
各
郵
便

局
、
取
扱
表
示
の
あ
る
各
金
融
機
関
、

Ｊ
Ａ
（
農
協
）
、
Ｊ
Ｆ
（
漁
協
）
／
受

付
期
間
＝　

月　

日
ま
で
／
□問
 

日
本
赤

１２

２５

十
字
社
東
京
都
支
部
11　

・
５
２
７
３

０３

・
６
７
４
３

●
八
王
子
都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら

せ【
「
都
税
の
還
付
金
が
あ
り
ま
す
」
こ

ん
な
電
話
に
ご
注
意
下
さ
い
】

　

都
税
事
務
所
・
還
付
管
理
室
の
職
員

を
装
い
、
言
葉
巧
み
に
だ
ま
し
て
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
を
操
作
さ

せ
よ
う
と
す
る
事
例
が
都
内
で
多
発
し

て
い
ま
す
。
東
京
都
主
税
局
の
職
員

は
、
還
付
金
を
お
渡
し
す
る
た
め
に
、

預
金
口
座
を
電
話
で
あ
ら
た
に
聞
き
だ

し
た
り
、
金
融
機
関
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不

審
に
感
じ
た
ら
、
即
答
せ
ず
に
、
相
手

の
氏
名
、
所
属
す
る
都
税
事
務
所
名
、

電
話
番
号
を
確
認
の
う
え
、
都
税
事
務

所
ま
た
は
東
京
都
主
税
局
総
務
部
総
務

課
相
談
広
報
係
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
点
字
で
課
税
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
】

　

都
で
は
、
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め

に
、
納
税
通
知
書
に
税
額
等
を
点
字
刻

印
し
た
お
知
ら
せ
を
同
封
し
て
い
ま

す
。
申
し
込
み
は
主
税
局
総
務
部
総
務

課
相
談
広
報
係
へ
。◇

□問
 

東
京
都
主
税
局
総
務
部
総
務
課
相
談

広
報
係
11　

・
５
３
８
８
・
２
９
２

０３

４
、
八
王
子
都
税
事
務
所
11
０
４
２
・

６
４
４
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

●
光
の
原
保
育
園
看
護
師
（
常
勤
・
非

常
勤
）
募
集

　

園
児
の
健
康
管
理
等
を
行
い
ま
す
／

資
格
＝
看
護
師
、
保
健
師
ま
た
は
助
産

師
資
格
を
お
持
ち
の
方
／
□問
 

同
園
11
７

８
８
・
５
３
８
１　

●
総
合
体
育
館
内
レ
ス
ト
ラ
ン
職
員
募

集【
①
厨
房
パ
ー
ト
②
正
職
員
】

　

障
が
い
を
持
つ
方
と
一
緒
に
働
く
レ

ス
ト
ラ
ン
で
す
／
勤
務
時
間
＝
①
午
前

　

時
〜
午
後
５
時
（
シ
フ
ト
制
）
／
勤

１０務
内
容
＝
①
調
理
、
掃
除
等
②
障
が
い

を
持
つ
方
と
働
き
ま
す
／
申
し
込
み
＝

電
話
連
絡
の
う
え
履
歴
書
を
直
接
ま
た

は
郵
送
で
町
田
フ
レ
ン
ズ
サ
ポ
ー
ト

（
〒　

－

０
０
４
５
、
南
成
瀬
５－

１９４

　

、
総
合
体
育
館
内
、
11
７
２
７
・
９

１２８
４
４
）
へ
。

●
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
エ
ア
コ
ン
洗
浄
」

　

エ
ア
コ
ン
洗
浄
を
し
て
、
風
邪
の
季

節
に
そ
な
え
ま
し
ょ
う
／
□問
 

同
セ
ン
タ

ー
11
７
２
３
・
２
１
４
７

●
ニ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
花
の
家
の
お
知
ら

せ【
①
ハ
ボ
タ
ン
と
南
天
の
正
月
用
寄
植

②
ミ
ニ
バ
ラ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン

ジ
】

　

期
日
＝
①　

月　

日
②　

月　

日
／

１２

１９

１２

２２

時
間
＝
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分
／

３０

３０

定
員
＝
各　

人
／
費
用
＝
①
２
０
０
０

１０

円
②
１
２
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
電
話

で
花
の
家
（
11
７
９
７
・
６
０
０
４
）

へ
。

●
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
室
・
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト

　

タ
イ
古
典
楽
器
を
使
っ
た
演
奏
と
歌

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
／
日
時
＝　

月　
１２

２３

日
午
後
７
時
〜
８
時　

分
（
午
後
６
時

３０

　

分
開
場
）
／
会
場
＝
鶴
川
市
民
セ
ン

３０タ
ー
／
出
演
＝
ア
ド
ゥ
ン
（
タ
イ
人
）

・
ア
ン
ド
・
ヨ
ウ
コ
（
日
本
人
）
／
□問
 

同
保
育
室
11
７
３
５
・
２
５
６
７

お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ い �
備 考（対象等）連　　絡　　先費　　　用会　　　　場日　　　　　時催　し　名

どうぞ気軽にご参加下さいはまなす・星山11０４２－７２６－４９７３５００円町田市健康福祉会館１２月１３日○水 午後１時～４時ダンスパーティー（ダンス大好き、はまなす）
木曜夜（月３回）に活動太極拳練習会・足立11０９０－３８０４－８７８１初回無料なるせ駅前市民センター１２月１４日○木 午後７時３０分～９時�夜の駅前○木 太極拳�　勤め帰りにリフレッシュ�
予約不要　バスタオル持参福岡11０８０－５６８６－３７３７１０００円鶴川市民センター２階和室１２月１６日○土 午前１０時～１１時３０分たのしくヨガ�ご一緒に始めませんか
材料費含みます。栗原11７９９－２９４７（要申込）１０００円南町田会館ホール１２月１６日○土 午後１時～３時�トールペイント講習　Ｘ’マスツリー型にヒイラギ
どなたでもどうぞ本間11０４４－９８７－４７８５無料まちだ中央公民館６階１２月１６日○土 午後２時～●平和をつくる力●安斎育郎氏講演・被爆体験など
保育あり要予約脇英親11７２９－７３３１無料なるせ駅前市民センター１２月１６日○土 午後２時～クリスマスバイオリンコンサートｂｙデュオ高瀬

川端11０４２－７２６－００９８無料玉川学園文化センター１２月１７日○日 午前１０時～１１時２０分健康算数を楽しむ玉川学園シニアサークル
幼稚園年長～小６の男女�町田２０団・中野豊11７３５－９５８５無料三輪センター１２月１７日○日 午前１０時～正午■ブラボーカンパニー●ボーイスカウト活動発表会
子供と父母・祖父母／要上履竹前11７９１－３０９９５００円忠生五小跡地教室１階Ｂ１０１１２月１７日○日 午前１０時～正午小中学生とそのファミリーでダンスを楽しむ集い
直接ホールへお越し下さい林11０７０－６５５９－５７９９５００円町田市民フォーラム３階１２月１８日○月 午後６時３０分開演町田っ子脚本講座作品発表会・ドラマリーディング
要予約・１２月１５日締切り秋田11０９０－８８９４－３３１５１０００円成瀬センター多目的室１２月１９日○火 午前１０時３０分～１時間�親子英語サークルクリスマス会
振袖　男性袴など何でも可井上11０４２－７９７－４３３２２０００円木曽山崎センター１階和室１２月２１日○木 午後１時３０分～３時お正月に着物を楽しむ為の着付け講習会
先生は有資格者で安心です麻生11０４２－７２８－９８１８無料本町田団地ロ－６集会所１２月２１日から毎週○木 午後２時～３時本町田気功会・体験会　年齢性別体力不問で楽しく
ご家族お友達でどうぞ�今井116７９７－１０３６無料木曽山崎センター１２月２４日○日 午前９時～ボーイスカウト体験�クリスマス会　年長～小４年
管弦打楽器経験者歓迎シェーンフェルト11７２５－２４１５無料玉川学園こすもす会館１２月２４日・１月１４日○日 午前１０時３０分～室内オケ団員（特に弦楽器）募集で練習公開します
参加希望の方は期前連絡を町田ビデオクラブ11７２５－１０７６無料まちだ中央公民館視聴覚室１２月２４日○日 午前・１月２８日○日 午後��・マイビデオ上映会○● 飛入参加／只観も歓迎
生バンド（さくら＆ルパン）多田11０９０－２３１３－８９４６５００円小山市民センター１２月２４日○日 午後６時３０分～９時３０分社交ダンス・ダンス�ダンス�ダンス�
１人参加歓迎パートナー有大蔵正人11０４２－７２２－８６５７５００円健康福祉会館４階１２月２４日、１月４日午後１時１５分～ファイン・パーティー
直接現地においでください梅木窪の会・西池6７２６－７１３９無料都立小山田緑地アサザ池１２月２４日、１月２８日午後１時～梅木窪野外談話室（都立公園内の自然観察会）
有資格者が楽しく指導笠松浪子11０４２－７２３－１１８９無料高ヶ坂団地Ｂ－５集会所１２月２４日～１月２８日毎週○日 午後２時～高ヶ坂日曜気功会　無料見学会　年齢体力など不問
ストロー人形・紙トンボ他創作おもちゃ研究会・鵜飼11７８９－７２６１無料まちだ中央公民館美術工芸室１２月２７日○水 午後１時から�楽しい�おもしろい�おもちゃ作り教室�
１月７日８日１時石井11０９０－７８４７－７０５６５００円健康福祉会館　駐車場無１２月２７日、１月２６日午後１時～４時�ダンスパーティー　ＳＤＣ石井�

河村美弥子11７７１－４６６６５００円堺市民センター１月６日午後７時～９時３０分ダンスパーティー
参加自由ダンス自主練習会佐藤11０９０－６００３－２３６４３００円小山市民センター１月７日、２１日、２８日午後１時～町田ステップ・社交ダンス自主練習会
０才より年齢問わずうりこひめ・岩田116７３６－７３０６２００円せりがや会館１階和室１月９日○火 午前１０時～正午�わらべうたであそぼう�奥本恵美子さん
次回２月８日○木 田中千枝子11０４２－７２９－５０１５１７００円こすもす会館（玉川学園）１月１１日○木 午前１０時～午後２時自然食料理教室
健康スポーツとふれあい�瀬11７３４－１８４８３００円鶴川市民センター１月１１日、２月１日午後１時３０分サルビア　高齢者社交ダンスパーティー
要予約（午後６時以降）ハーモニー２１・岩城11７３４－４９４０５００円町田市民フォーラム１月１３日○土 午後１時３０分～３時３０分講演会「医者いらずの健康法、教えます�」
前売１３００円学生割引有柏原11０８０－３０２９－６９８２１５００円町田市民フォーラム３階１月１３日○土 午後２時（午後１時３０分開場）ガーダ－パレスチナの詩－上映と監督のお話
筆記用具　受付１２半～岡田11７２７－７８８４１００円忠生公園がにやら自然館１月１４日○日 午後１時～３時自然観察会「春の七草と七草がゆ」
一人でもどうぞ成田11７２７－８８０２３００円木曽森野センターホール１月１４日○日 午後６時３０分～９時新春社交ダンスパーティー　くるみ会
参加自由、雨天中止真下11７９７－２１８１無料小山田桜台バス停集合１月１４日、２月１１日午前９時４５分～鶴見川源流ウォークと源流泉のひろばの管理作業
皆さんと一緒に楽しい一日鈴木11７９２－９２０１（午前中）３００円木曽山崎センター３階大ホール１月１５日、２月１９日○月 午後１時３０分～中高年社交ダンスパーティの誘い　アカシヤ会
田中優氏講演会�保育有り町田で上映する会11７２９－３１９８１２００円町田市民フォーラム３階１月２１日○日 正午開場�ドキュメンタリー上映会�ザ・コーポレーション
チャリティーコンサート菅原116７２８－８９０９１０００円草笛保育園１月２１日○日 午後１時３０分開演インド音楽　即興の世界　プレマダーサ・ヘーゴダ
国会議事堂界隈・尾根緑道木目田11７９６－４８４６１０４０円小田急線町田駅南口１月２１日、２月１８日午前８時３０分視覚にハンディのある人たちとのハイキング
初心者歓迎�お気軽に渡辺11０８０－５４７６－３２４７２１００円なるせ駅前市民センター１月２２日○月 午前９時３０分～正午トールペイント�アクリル製ミニティッシュケース
４０名位事前連絡初心者歓迎中高齢者健康作り・佐合116７２８－４２３４７００円玉川学園文化センター１月２２日午前９時３０分～、次回２月２６日ゆるやか健康塾�軽体操、簡単気功、軽ウォーク等
幼児・小学生　詳細電話で小宮11７２２－１８４７２６００円旭町地区会館ほか１月２３日、３０日午後３時～４時米国人講師の子供英会話　レベル別
ピンポンマムのプリフラセルリア11０９０－６０１８－６２０２（予約）３５００円町田市民フォーラム１月２６日、２月２３日午前１０時～フラワーアレンジとプリザーブドフラワー
健康スポーツとふれあい川村11７３５－１９４２３００円鶴川市民センター１月２９日、２月５日午後１時３０分月蓉会　高齢者社交ダンスパーティー

【
市
民
の
広
場
と
は
】

　

町
田
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
、
仲

間
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
催
し
を
紹
介
す
る
「
お
い
で
下

さ
い
」
と
、
会
員
募
集
を
掲
載
す
る

「
仲
間
に
」
の
２
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。

【
掲
載
で
き
る
活
動
】

　

代
表
者
・
連
絡
先
が
市
内
在
住
者

で
、
市
内
の
公
共
施
設
等
を
利
用
し
て

行
う
活
動
、
も
し
く
は
野
外
で
行
う
ハ

イ
キ
ン
グ
・
自
然
観
察
会
な
ど
。
講
師

が
自
ら
生
徒
を
募
集
し
て
行
う
活
動
、

営
利
を
目
的
と
す
る
活
動
、
政
治
・
宗

教
活
動
、
法
人
等
の
活
動
、
バ
ザ
ー
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
物
品
販
売
を

主
と
す
る
活
動
、
個
人
宅
・
宗
教
施
設

・
ホ
テ
ル
等
を
会
場
と
す
る
活
動
、
参

加
費
・
月
会
費
が
上
限
（
３
０
０
０
円

程
度
）
を
超
え
る
活
動
等
は
掲
載
で
き

ま
せ
ん
。

　

所
定
の
申
込
用
紙
は
、
広
報
広
聴
課

広
報
係
（
市
役
所
４
階
）
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず
一
度

説
明
を
受
け
た
う
え
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

　

こ
の
欄
に
掲
載
さ
れ
た
場
合
は
、
町

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
ま

す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

※
活
動
内
容
の
確
認
や
ト
ラ
ブ
ル
の
解

決
は
、
当
事
者
間
で
お
願
い
し
ま
す

（
市
は
関
与
し
て
い
ま
せ
ん
）。
ま
た
、

各
開
催
施
設
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご

遠
慮
下
さ
い
。

※
市
民
サ
ー
ク
ル
に
関
し
て
の
情
報
は

施
設
案
内
予
約
シ
ス
テ
ム
（h

ttp
://

w
w
w
.y
o
y
a
k
u
.m
a
c
h
id
a
.

to
k
y
o
.jp

ま
た
は
各
施
設
の
利
用
端

末
等
）
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
桜
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林
学
園
「
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
ク
リ

ス
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ス
〜
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ン
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ル
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ト
・
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ィ
ス
・
賛
美
の
夕
べ
」
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ス
に
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だ
物
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を
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え
て
お
届
け
し
ま

す
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小
さ
な
お
子
さ
ん
も
お
い
で
下
さ

い
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★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：ゆうき山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）１２／

１１
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：市立博物館前、東玉川学園１丁目児童

公園、上小山田町はなみずき公園
１時５０分：成瀬台公園
２時　　：柄沢公園
３時１０分：朝日公園、南つくし野やなぎ公園、矢

部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝11０４２・６４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

１２
火

☆市民ホールギャラリー（～１７日　第４６回町
田市書道連盟展○問 町田市書道連盟11７９５・
１６６２）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
１時５０分：山王塚公園
２時　　：能ヶ谷にじの丘公園、武蔵岡住宅
３時　　：さくらんぼホール
３時１０分：鶴川台丘の里公園
３時２０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）１３

水
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：鶴間三角公園、淡島公園、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、都営山崎町アパート公園、

馬場児童公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○行政手続相談〈相続、許認可申請など暮らしに必要な書
類作成について〉（１時３０分～４時　市民相談室　電話
予約制＝11７２４・２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

１４
木

○京王閣競輪開催（～１６日　○問 東京都十一市
競輪事業組合11０４２４・８９・１３１１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：藤の台球場
１０時３０分：小山観音谷戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生公園内駐車場
３時１０分：都営八幡平アパート
３時２０分：木曽学童保育クラブ前、シーアイハイ

ツ町田

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）

１５
金

◎定例教育委員会（午前１０時～　森野分庁舎
○問 教育委員会教育総務課11７２４・２１７２）

☆国際版画美術館市民展示室（～１７日　第１０
回幼児画展○問 藤井11７２６・１３３１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）

１６
土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　多摩丘陵病院 （11０４２・７９７・１５１１）
　�外科系　町田慶泉病院 （11０４２・７９５・１６６８）
　　　　　　南町田病院 （11０４２・７９９・６１６１）
★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前９時～午後５時）
　はぎの耳鼻咽喉科
 （玉川学園７－１－６　11０４２・７２８・８７３７）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�甲斐内科クリニック○内 
 （成瀬が丘２－２４－２　11７９６・８７１１）

　�原町田診療所○内 ○小 
 （原町田４－１７－１１　11７２２・６６６５）

　�明治クリニック○内 
 （成瀬台１－５－１０　11７２９・７６６３）

　�鶴川診療所○小 ○内  （鶴川６－７－１　11７３５・２３８７）
　�三井医院○内  （山崎町１３１４－９　11７９３・１３０３）

１７
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“バスセンター・境川
公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

１８
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上宿

公園
１時５０分：総合体育館駐車場入口
２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
３時　　：つくし野セントラルパーク
３時１０分：能ヶ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

○認知症高齢者等相談（１時３０分～３時３０分　町田市福祉
サービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

１９
火□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊ヶ谷戸公園、鶴川さくら病院
１０時３０分：町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅前、

小山市民センター横
３時　　：三輪沢谷戸かえで公園
３時２０分：三ツ目山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階会
議室　○問 福祉総務課11７２４・２１３３）

２０
水

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“市役所・森野線”

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

ごみのポイ捨ては�

　　やめましょう�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
　　・南町田病院　　　　　７９９・６１６１�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�
※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

飲酒運転は�

　絶対にやめましょう！�

�

飲酒運転は�

　絶対にやめましょう！�

�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�
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低利で安心な公的融資を斡旋・紹介します�

事業資金・開業資金のご案内�
●「無担保・無保証人」のマル経融資制度�

●町田市、東京都、国民生活金融公庫など�

融資限度額…５５０万円　利率…年２．１％（平成１８年１１月１５日現在）�

【連絡先】町田商工会議所　中小企業相談所�
町田市原町田３－３－２２（百円館ダイソー向い）　電話０４２－７２２－５９５７�
URL   http://www.machida-cci.or.jp

お気軽にご相談ください！�

町田リス園1734・1001問�□�

町田リス園�

※各種イベントあります�

開園記念日�
12月17日（日）は�
　　小学生まで入園無料�

�

�

　２００７年３月分までの空き枠につい

て、本欄掲載広告を募集中です。

　なお、２００７年４月以降の掲載分に

ついては、１月以降に本紙及び市ホ

ームページで募集します。

広告募集中


